
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】低粘度の中味を容器から定量づつ取り出すこと

ができる、簡素な機構の定量吐出容器を提供する。

【解決手段】スクイズ変形可能な軟質プラスチックで容

器本体を形成し、この容器本体をスクイズ変形させるこ

とにより、容器本体内の中味を口元から吐出させる定量

吐出容器において、容器本体の口元に中栓を備え、この

中栓に中味の流出量を調整する流出抵抗部を設け、容器

本体に外ホルダーを被せ、この外ホルダーの一部に切り

欠き線で囲まれるベント部を形成し、このベント部の内

側に押圧用突起を形成した。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ス ク イ ズ 変 形 可 能 な 軟 質 プ ラ ス チ ッ ク で 容 器 本 体 を 形 成 し 、 こ の 容 器 本 体 を ス ク イ ズ 変
形 さ せ る こ と に よ り 、 容 器 本 体 内 の 中 味 を 口 元 か ら 吐 出 さ せ る 定 量 吐 出 容 器 に お い て 、 前
記 容 器 本 体 の 口 元 に 中 栓 を 備 え 、 こ の 中 栓 に 中 味 の 流 出 量 を 調 整 す る 流 出 抵 抗 部 を 設 け 、
前 記 容 器 本 体 に 外 ホ ル ダ ー を 被 せ 、 こ の 外 ホ ル ダ ー の 一 部 に 切 り 欠 き 線 で 囲 ま れ る ベ ン ト
部 を 形 成 し 、 こ の ベ ン ト 部 の 内 側 に 押 圧 用 突 起 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 定 量 吐 出 容 器
。
【 請 求 項 ２ 】
　 外 ホ ル ダ ー が 容 器 本 体 の 周 壁 を ほ ぼ 覆 う 状 態 で 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 定 量 吐 出
容 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 外 ホ ル ダ ー の 底 部 を 開 放 し た 状 態 で 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 定 量 吐 出 容 器
。
【 請 求 項 ４ 】
　 外 ホ ル ダ ー に 形 成 さ れ た 切 り 欠 き 線 が 、 容 器 本 体 の 上 端 方 向 に 開 口 部 を 向 け た コ 字 状 に
形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の 何 れ か に 記 載 の 定 量 吐 出 容 器 。
　
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 低 粘 度 の 中 味 を 容 器 か ら 定 量 づ つ 取 り 出 す こ と が で き る 、 簡 素 な 機 構 の 定 量
吐 出 容 器 を 得 る こ と を 目 的 と す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 定 量 吐 出 容 器 と し て 容 器 本 体 （ ボ ト ル ） 内 部 に 設 け た 押 圧 操 作 部 の ス ク イ ズ 変 形
量 を 一 定 に 規 制 し て 、 中 味 （ 内 溶 液 ） の 吐 出 量 を 定 量 化 さ せ た も の が あ る 。
　 ま た 、 硬 質 ホ ル ダ ー と 軟 質 の ス ク イ ズ 変 形 可 能 な ボ ト ル か ら な る 二 重 容 器 で あ っ て 、 外
側 の 硬 質 ホ ル ダ ー の 一 部 に 孔 を 形 成 し 、 そ の 孔 に 、 ス ト ロ ー ク 幅 が 規 制 さ れ た 押 し 部 材 を
備 え 、 規 制 さ れ た ス ト ロ ー ク 幅 で 、 押 し 部 材 を ス ト ロ ー ク さ せ て ボ ト ル を ス ク イ ズ 変 形 さ
せ 、 中 味 （ 内 溶 液 ） の 吐 出 量 を 定 量 化 さ せ る も の が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 従 来 の 定 量 吐 出 容 器 は 、 ボ ト ル の 構 造 上 の 理 由 か ら 少 量 の 定 量 中 味 の 吐 出 が
困 難 で あ っ た り 、 ボ ト ル の 構 造 が 複 雑 と な る た め 、 パ ー ツ 数 が 増 え て 製 造 コ ス ト が 上 昇 し
た り 、 あ る い は ボ ト ル の デ ザ イ ン 上 の 制 約 が 増 え る 等 の 問 題 点 が あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ４ ９ ５ ０ 号 公 報
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 定 量 吐 出 容 器 に あ っ て は 、 容 器 本 体 （ ボ ト ル ） 内 部 に 設 け
ら れ る 押 圧 操 作 部 は 、 ボ ト ル の 開 口 部 か ら ボ ト ル の 内 部 に 設 置 さ れ る た め 、 押 圧 操 作 部 の
大 き さ が ど う し て も 小 さ め と な り 、 そ の 結 果 ボ ト ル 内 で 、 ボ ト ル 内 壁 と 押 圧 操 作 部 と の ス
ペ ー ス が 大 き く な り 、 結 果 と し て 少 量 中 味 の 定 量 吐 出 が 困 難 に な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 さ ら に 、 硬 質 ホ ル ダ ー と 軟 質 の ス ク イ ズ 変 形 可 能 な ボ ト ル か ら な る 二 重 容 器 で あ っ て 、
外 側 の 硬 質 ホ ル ダ ー の 一 部 に 孔 を 形 成 し 、 そ の 孔 に ス ト ロ ー ク 幅 が 規 制 さ れ た 押 し 部 材 を
備 え 、 そ の 規 制 さ れ た ス ト ロ ー ク 幅 で 、 押 し 部 材 を ス ト ロ ー ク さ せ て ボ ト ル を ス ク イ ズ 変
形 さ せ る 定 量 吐 出 容 器 に あ っ て は 、 ボ ト ル の 構 造 が 複 雑 と な り 、 パ ー ツ 数 が 増 え て 製 造 コ
ス ト が 上 昇 し た り 、 ボ ト ル の デ ザ イ ン 上 の 制 約 が 増 え る と い う 問 題 点 が あ っ た 。
　 本 考 案 は 、 上 記 の 問 題 点 を 解 消 し て 、 低 粘 度 の 中 味 を 容 器 か ら 定 量 づ つ 取 り 出 す こ と が
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で き る 簡 素 な 機 構 の 定 量 吐 出 容 器 を 提 供 せ ん と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ 記 載 の 考 案 は 、 ス ク イ ズ 変 形 可 能 な 軟 質 プ ラ ス チ
ッ ク で 容 器 本 体 を 形 成 し 、 こ の 容 器 本 体 を ス ク イ ズ 変 形 さ せ る こ と に よ り 、 容 器 本 体 内 の
中 味 を 口 元 か ら 吐 出 さ せ る 定 量 吐 出 容 器 に お い て 、 前 記 容 器 本 体 の 口 元 に 中 栓 を 備 え 、 こ
の 中 栓 に 中 味 の 流 出 量 を 調 整 す る 流 出 抵 抗 部 を 設 け 、 前 記 容 器 本 体 に 外 ホ ル ダ ー を 被 せ 、
こ の 外 ホ ル ダ ー の 一 部 に 切 り 欠 き 線 で 囲 ま れ る ベ ン ト 部 を 形 成 し 、 こ の ベ ン ト 部 の 内 側 で
あ っ て 、 ベ ン ト 部 の 先 端 位 置 よ り 根 元 位 置 側 に 寄 っ た 位 置 に 押 圧 用 突 起 を 形 成 し た こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ は 、 外 ホ ル ダ ー が 容 器 本 体 の 周 壁 を ほ ぼ 覆 う 状 態 で 形 成 さ れ て い る 請 求
項 １ 記 載 の 定 量 吐 出 容 器 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 さ ら に 、 請 求 項 ３ は 、 外 ホ ル ダ ー の 底 部 を 開 放 し た 状 態 で 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 又 は
２ 記 載 の 定 量 吐 出 容 器 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ は 、 外 ホ ル ダ ー に 形 成 さ れ た 切 り 欠 き 線 が 、 容 器 本 体 の 上 端 方 向 に 開 口
部 を 向 け た コ 字 状 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の 何 れ か に 記 載 の 定 量 吐 出 容 器 で あ る
。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 上 述 べ た よ う に 、 請 求 項 １ の 定 量 吐 出 容 器 に よ れ ば 、 所 定 の 容 器 本 体 に 、 外 ホ ル ダ ー
を 被 せ 、 こ の 外 ホ ル ダ ー の 一 部 に 切 り 欠 き 線 で 囲 ま れ た ベ ン ト 部 を 形 成 し 、 こ の ベ ン ト 部
の 内 側 で あ っ て 、 ベ ン ト 部 の 先 端 位 置 よ り 根 元 位 置 側 に 寄 っ た 位 置 に 押 圧 用 突 起 を 形 成 し
た 。 こ の た め 、 こ の ベ ン ト 部 が 広 い 面 積 と な る よ う に 形 成 す る こ と が 可 能 と な り 、 か つ 押
圧 用 突 起 が テ コ の 支 点 の 働 き を す る た め 軽 い 押 圧 力 で 中 味 を 吐 出 さ せ る こ と が で き 、 一 方
押 し 込 み 量 の 規 制 は ベ ン ト 部 の 先 端 位 置 が 容 器 本 体 に 接 触 す る こ と に よ り 行 な わ れ る の で
、 押 し 込 み や す い 形 態 と な っ た ベ ン ト 部 を 指 先 で 押 し 込 む だ け で 、 少 量 で あ っ て も 定 量 の
中 味 を 吐 出 さ せ る こ と が 可 能 と な り 、 か つ 定 量 吐 出 容 器 と し て 製 造 コ ス ト が 低 減 さ れ 、 ま
た ボ ト ル の デ ザ イ ン 上 の 制 約 も 少 な い 等 の 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ２ の 定 量 吐 出 容 器 に よ れ ば 、 外 ホ ル ダ ー が 容 器 本 体 の 周 壁 を ほ ぼ 覆 う 状 態 で 形 成
さ れ て い る の で 、 ボ ト ル の デ ザ イ ン 性 が 一 層 優 れ た も の と な る と い う 効 果 が 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ３ の 定 量 吐 出 容 器 に よ れ ば 、 外 ホ ル ダ ー の 底 部 が 開 放 さ れ て い る の で 、 容 器 本 体
に 外 ホ ル ダ ー を 被 せ る こ と が 容 易 と な り 、 上 記 の 効 果 に 加 え て 、 ボ ト ル の 組 立 作 業 性 が 一
層 向 上 す る と い う 効 果 が 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ４ の 定 量 吐 出 容 器 に よ れ ば 、 外 ホ ル ダ ー に 形 成 さ れ た 切 り 欠 き 線 が 、 容 器 本 体 の
上 端 方 向 に 開 口 部 を 向 け た コ 字 状 に 形 成 さ れ て い る の で 、 容 器 を 自 然 に 持 ち 易 い 状 態 で 把
持 す る だ け で 、 簡 単 に 押 し 込 み 操 作 を 行 な え る と い う と い う 効 果 が 達 成 さ れ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 添 付 図 面 に 基 づ い て 、 本 考 案 に 係 る 定 量 吐 出 容 器 の 実 施 例 を 詳 説 す る 。
　 図 １ は 本 考 案 定 量 吐 出 容 器 の 第 １ 実 施 の 形 態 の 正 面 図 、 図 ２ は 前 図 の Ｂ － Ｂ 線 縦 断 面 図
、 図 ３ は ベ ン ト 部 を 押 し 込 ん で 容 器 本 体 の 中 味 を 定 量 吐 出 さ せ る 状 態 の 第 １ 実 施 の 形 態 の
縦 断 面 図 で あ り 、 図 ４ は 第 １ 実 施 の 形 態 の 流 出 抵 抗 部 に 対 す る 流 出 抵 抗 の 評 価 方 法 を 説 明
す る 図 で あ る 。
【 第 １ 実 施 の 形 態 】
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 考 案 の 定 量 吐 出 容 器 ２ ０ は 、 容 器 本 体 ２ と 容 器 本 体 の 口 元 に 備 え ら れ る 中 栓 ３ と 容 器
本 体 に 被 せ ら れ る 外 ホ ル ダ ー ４ と で 構 成 さ れ る 。 図 １ ～ 図 ３ に 示 す 第 １ 実 施 の 形 態 の 定 量
吐 出 容 器 ２ ０ は 、 ス ク イ ズ 変 形 可 能 な 軟 質 プ ラ ス チ ッ ク で 容 器 本 体 ２ を 形 成 し 、 こ の 容 器
本 体 ２ を ス ク イ ズ 変 形 さ せ る こ と に よ り 中 味 ９ を 、 任 意 量 の 中 味 と し て 口 元 １ ０ か ら 吐 出
す る も の で あ る 。
　 符 号 １ １ は 、 容 器 本 体 の キ ャ ッ プ で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 定 量 吐 出 容 器 ２ ０ は 、 容 器 本 体 ２ の 口 元 １ ０ に 中 栓 ３ を 備 え 、 こ の 中 栓 ３ に 中 味 ９
の 流 出 量 を 調 整 す る 流 出 抵 抗 部 １ ３ を 設 け 、 こ の 流 出 抵 抗 部 １ ３ を 、 容 器 本 体 ２ の 押 し 強
度 が ５ Ｎ ～ ３ ０ Ｎ で あ っ て 、 か つ 中 味 ９ の 流 出 抵 抗 が ４ Ｎ 以 下 に な る よ う に 構 成 し 、 容 器
本 体 ２ に 外 ホ ル ダ ー ４ を 被 せ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 容 器 本 体 ２ は 、 以 下 の 強 度 を 満 た す 弾 性 変 形 可 能 な 軟 質 プ ラ ス チ ッ ク で 形 成 さ れ て い る
。
　 こ の 軟 質 プ ラ ス チ ッ ク の 押 し 強 度 と は 、 圧 縮 試 験 機 （ 図 示 せ ず ） を 用 い 、 圧 縮 部 の 直 径
１ ６ ｍ ｍ 、 押 圧 操 作 部 速 度 １ ０ ０ ｍ ｍ ／ 分 の 条 件 で 、 最 も ス ク イ ズ 変 形 し 易 い 壁 面 中 央 部
を 垂 直 方 向 に ３ ｍ ｍ 押 圧 し た と こ ろ の 抵 抗 力 を い う 。
　 容 器 本 体 ２ は 、 押 し 強 度 が ５ Ｎ ～ ３ ０ Ｎ と な る 軟 質 プ ラ ス チ ッ ク で 形 成 さ れ て い る 。
　 特 に 、 容 器 本 体 ２ の 押 し 強 度 を ５ Ｎ ～ ２ ０ Ｎ と す る と 、 容 器 本 体 の 変 形 の 影 響 を 受 け ず
に 、 一 層 容 易 に ス ク イ ズ 変 形 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ こ で 流 出 抵 抗 部 １ ３ は 、 中 栓 ３ の 開 口 （ 図 示 し な い ） に 設 け ら れ て お り 、 一 例 と し て
そ の 素 材 は 不 織 布 ま た は メ ッ シ ュ が 使 用 さ れ る 。
　 外 ホ ル ダ ー ４ は 、 容 器 本 体 ２ を 収 容 す る 筒 体 状 に 形 成 さ れ 、 上 端 部 の 差 込 口 １ ５ に 容 器
本 体 の 口 元 １ ０ を 差 し 込 ん だ も の で あ る 。 こ の 外 ホ ル ダ ー ４ の 周 壁 １ ２ に 略 コ 字 状 の 切 り
欠 き 線 ５ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 切 り 欠 き 線 ５ で 囲 ま れ た 部 分 が ベ ン ト 部 ６ と な る 。
　 ま た 切 り 欠 き 線 ５ の 形 状 は 特 に 制 限 さ れ る も の で は な い が 、 そ の 形 状 を 容 器 本 体 ２ の 上
端 方 向 に 開 口 部 を 向 け た コ 字 状 に 形 成 す る と 、 容 器 本 体 ２ を 自 然 に 持 ち 易 い 状 態 で 把 持 す
る だ け で 、 ベ ン ト 部 ６ を 簡 単 に 押 し 込 め る の で 、 扱 い 易 く な る メ リ ッ ト が あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 考 案 で は こ の 押 圧 操 作 を 確 実 に コ ン ト ロ ー ル す る 目 的 で 、 こ の 外 ホ ル ダ ー ４ の ベ ン ト 部
６ の 内 側 に 押 圧 用 突 起 ８ を 設 け た 。
こ の 押 圧 用 突 起 ８ が 存 在 す る こ と に よ り 、 ベ ン ト 部 ６ の 外 側 を 押 圧 す る と 、 第 一 段 階 に お
い て は ベ ン ト 部 ６ は 押 圧 用 突 起 ８ が テ コ の 働 き を し て 容 器 本 体 ２ の 周 壁 １ ４ 部 分 を 押 圧 す
る こ と に な り 、 軽 い 力 で 容 器 本 体 ２ を ス ク イ ズ 変 形 さ せ る こ と が で き 、 第 二 段 階 と し て 押
圧 操 作 が さ ら に 進 行 す る と 、 ベ ン ト 部 の 先 端 が 容 器 本 体 ２ に 接 触 す る よ う に な り 、 テ コ の
働 き も な く な り そ れ 以 上 は 指 で 押 し 込 め な い 状 況 と な り 、 こ れ に よ り 押 し 込 み 量 の 調 整 （
押 し 込 み 量 の 規 制 ） が 行 な わ れ 、 押 圧 操 作 の 安 定 性 の 向 上 と 、 正 確 な 中 味 の 定 量 吐 出 が 行
え る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ こ で 押 圧 用 突 起 ８ の 形 態 は 、 ど の 様 な 形 で あ っ て も 良 く 、 ま た ベ ン ト 部 ６ の 内 側 の 、 ベ
ン ト 部 の 先 端 位 置 よ り 根 元 側 位 置 に 寄 っ た 位 置 に あ れ ば 良 く 、 さ ら に そ の 数 も １ 個 又 は そ
れ 以 上 の 数 で あ っ て も 、 上 記 の 趣 旨 に 反 す る こ と が な い 限 り 自 由 に 変 更 す る こ と が 可 能 で
あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の ベ ン ト 部 ６ は 、 矢 印 の 方 向 に 押 圧 力 を 受 け る こ と で 容 器 本 体 ２ の 方 向 に た わ み 変 形
し 、 ベ ン ト 部 ６ の 内 側 の 押 圧 用 突 起 ８ を 介 し て 容 器 本 体 ２ を 周 壁 １ ２ に 直 交 す る 方 向 に ス
ク イ ズ 変 形 さ せ 、 そ の ス ク イ ズ 変 形 量 に し た が っ て 、 一 定 量 の 中 味 を 口 元 １ ０ か ら 吐 出 す
る も の で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 外 ホ ル ダ ー ４ は 、 容 器 本 体 ２ の 外 周 を 覆 う 状 態 で 被 せ ら れ る も の で あ る が 、 デ ザ イ
ン 性 を 考 慮 す る と 容 器 本 体 ２ の 周 壁 １ ４ を ほ ぼ 覆 う 状 態 で 形 成 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
　 ま た 組 み 立 て の 容 易 性 を 考 慮 す る と 、 外 ホ ル ダ ー ４ の 底 部 を 開 放 底 部 ７ に 形 成 す る こ と
が 好 ま し く 、 こ の 場 合 に は 、 外 ホ ル ダ ー ４ を 開 放 底 部 ７ か ら 容 器 本 体 ２ に 被 せ 置 く だ け で
、 定 量 吐 出 容 器 ２ ０ の 組 み 立 て が 完 了 す る メ リ ッ ト が あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 つ ぎ に 、 図 ４ に 基 づ い て 、 評 価 装 置 ３ ０ の 流 出 抵 抗 部 ３ ３ （ 本 考 案 に お け る 流 出 抵 抗 部
１ ３ に 相 当 す る ） の 流 出 抵 抗 の 評 価 方 法 を 説 明 す る 。
　 図 ４ に 示 す 評 価 装 置 ３ ０ の 口 元 （ 先 端 ） ３ １ に 、 中 栓 ３ ２ を 取 り 付 け 、 こ の 中 栓 ３ ２ に
評 価 対 象 の 流 出 抵 抗 部 ３ ３ を 、 気 密 状 態 を 確 保 し た 状 態 で 固 定 し 、 容 器 本 体 ２ 内 に は 中 味
３ ４ を 充 填 し て お く 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 状 態 で 、 ピ ス ト ン ３ ５ を 矢 印 の 方 向 に 一 定 の 速 度 、 す な わ ち 低 速 定 速 で 押 圧 し て 、
中 味 ３ ４ を 流 出 抵 抗 部 ３ ３ を 通 し て 吐 出 さ せ 、 こ の と き の 流 出 抵 抗 部 ３ ３ の 流 出 抵 抗 値 を
測 定 す る 。
　 そ し て 、 こ の 測 定 し た 流 出 抵 抗 値 と 、 中 栓 ３ ２ 及 び 流 出 抵 抗 部 ３ ３ を 備 え な い 状 態 で の
流 出 抵 抗 値 と の 差 を も っ て 流 出 抵 抗 部 ３ ３ の 流 出 抵 抗 値 と 判 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 評 価 装 置 ３ ０ の 測 定 条 件 は 、 以 下 に 示 す 通 り で あ る 。
　 評 価 装 置 （ 器 具 ） ３ ０ ： ２ ０ ｍ ｌ の テ ル モ シ リ ジ
　 中 味 ３ ４ の 充 填 量 ： ２ ２ ｍ ｌ
　 ク ロ ス ヘ ッ ド ス ピ ー ド （ ピ ス ト ン ３ ５ の 押 圧 速 度 ） ： １ ０ ０ ０ ｍ ｍ ／ 分
　 ピ ス ト ン ３ ５ の 変 位 ： ６ ０ ｍ ｍ
　 （ 数 値 の 安 定 し て い る １ ０ ～ ５ ０ ｍ ｍ 変 位 間 の 応 力 平 均 値 を 算 出 ）
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 つ ぎ に 、 第 １ 実 施 の 形 態 の 定 量 吐 出 容 器 ２ ０ の 作 用 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
定 量 吐 出 容 器 ２ ０ を 逆 さ ま に し て 、 容 器 本 体 ２ の 口 元 １ ０ を 下 方 に 向 け た 後 、 ベ ン ト 部 ６
を 矢 印 の 方 向 に 押 圧 す る 。
　 ベ ン ト 部 ６ を 容 器 本 体 ２ に 向 か っ て 一 定 量 だ け 押 圧 （ 移 動 ） さ せ る こ と に よ り 、 ベ ン ト
部 ６ の 内 側 の 押 圧 用 突 起 ８ を 介 し て 、 容 器 本 体 ２ の 周 壁 １ ４ を 押 し て 容 器 本 体 ２ を ス ク イ
ズ 変 形 さ せ る 。
　 つ い で 、 流 出 抵 抗 部 １ ３ の 流 出 抵 抗 を ４ Ｎ 以 下 に し て 、 容 器 本 体 ２ 内 の 中 味 ９ を 、 流 出
抵 抗 部 １ ３ を 通 し て 口 元 １ ０ か ら 任 意 量 の 中 味 ９ と し て 吐 出 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 考 案 に 係 る 定 量 吐 出 容 器 ２ ０ に よ れ ば 、 口 元 １ ０ の 中 栓 ３ に 流 出 抵 抗 部 １ ３ を 設 け る
こ と で 、 容 器 本 体 ２ を ス ク イ ズ 変 形 さ せ る 際 に 、 口 元 １ ０ か ら 中 味 ９ の 液 垂 れ を 防 止 す る
こ と が で き る 。
　 ま た 、 容 器 本 体 ２ の 押 し 強 度 が ５ Ｎ ～ ３ ０ Ｎ で あ っ て 、 か つ 中 味 ９ の 流 出 抵 抗 を ４ Ｎ 以
下 に な る よ う に 構 成 し て い る の で 、 容 器 本 体 ２ を ス ク イ ズ 変 形 さ せ る 際 に 、 口 元 １ ０ の 中
栓 ３ か ら 任 意 量 の 中 味 を 確 実 に 吐 出 さ せ て 、 容 器 本 体 ２ が ふ く れ る 方 向 に 変 形 す る こ と を
防 止 で き る 。 さ ら に 、 容 器 本 体 ２ の 押 し 強 度 を ５ Ｎ ～ ２ ０ Ｎ に し た 場 合 に は 、 こ の 変 形 防
止 効 果 は 一 層 好 ま し い も の と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 つ い で 、 外 ホ ル ダ ー ４ の ベ ン ト 部 ６ を 押 圧 変 形 さ せ て 、 容 器 本 体 ２ の 周 壁 １ ４ を ス ク イ
ズ 変 形 さ せ て 、 口 元 １ ０ の 中 栓 ３ か ら 中 味 ９ を 吐 出 さ せ る こ と に よ り 、 容 器 本 体 ２ の 全 体
を 手 で 握 り な が ら 、 容 器 本 体 ２ を 簡 単 に ス ク イ ズ 変 形 さ せ る が 、 こ の 押 圧 用 突 起 ８ が 存 在
す る こ と に よ り 、 ベ ン ト 部 ６ の 外 側 を 押 圧 す る と 、 第 一 段 階 に お い て は ベ ン ト 部 ６ は 押 圧
用 突 起 ８ が テ コ の 働 き を し て 容 器 本 体 ２ の 周 壁 １ ４ 部 分 を 押 圧 す る こ と に な り 、 軽 い 力 で
容 器 本 体 ２ を ス ク イ ズ 変 形 さ せ る こ と が で き 、 第 二 段 階 と し て 押 圧 操 作 が さ ら に 進 行 す る
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と 、 最 終 的 に ベ ン ト 部 の 先 端 が 容 器 本 体 ２ に 接 触 す る よ う に な り 、 そ の 時 点 で テ コ の 働 き
も な く な る た め そ れ 以 上 は 指 で 押 し 込 め な い 状 況 と な り 、 こ れ に よ り 押 し 込 み 量 の 調 整 （
押 し 込 み 量 の 規 制 ） が 行 な わ れ 、 押 圧 操 作 の 安 定 性 の 向 上 と 、 正 確 な 中 味 の 定 量 吐 出 が 行
え る 。 そ の 結 果 、 任 意 量 の 中 味 を 確 実 に 吐 出 さ せ る こ と が で き る よ う に な る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 考 案 は 、 化 粧 品 製 造 産 業 、 日 用 家 庭 品 製 造 産 業 、 飲 食 物 製 造 産 業 、 薬 剤 製 造 産 業 、 オ
イ ル 製 造 産 業 等 に お い て 利 用 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 本 考 案 定 量 吐 出 容 器 の 第 １ 実 施 の 形 態 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 前 図 の Ｂ － Ｂ 線 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ベ ン ト 部 を 押 し 込 ん で 容 器 本 体 の 中 味 を 定 量 吐 出 さ せ る 状 態 の 第 １ 実 施 の 形 態 の
縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 １ 実 施 の 形 態 の 流 出 抵 抗 部 に 対 す る 流 出 抵 抗 の 評 価 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ２ … 容 器 本 体
　 ３ ， ３ ２ … 中 栓
　 ４ … 外 ホ ル ダ ー
　 ５ … 切 り 欠 き 線
　 ６ … ベ ン ト 部
　 ７ … 外 ホ ル ダ ー の 開 放 底 部
　 ８ … 押 圧 用 突 起
９ ， ３ ４ … 中 味
１ ０ … 容 器 本 体 の 口 元
１ １ … 容 器 本 体 の キ ャ ッ プ
１ ２ … 外 ホ ル ダ ー の 周 壁
　 １ ３ ， ３ ３ … 流 出 抵 抗 部
　 １ ４ … 容 器 本 体 の 周 壁
　 １ ５ … 差 込 口
２ ０ … 定 量 吐 出 容 器
３ ０ … 評 価 装 置
３ １ … 評 価 装 置 の 口 元
　 ３ ５ … ピ ス ト ン
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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